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この度、昨年八月他界

した松前重義前会長の後

を受けて、スウェーデン

社会研究所の会長をお引き受けすることになった。

本研究所は、一九六七年に設立され、今年創立二

十五周年とL、う記念すべき年を迎えた。それだけ

に私の使命は重く、多くの先達が切り聞かれた平

和への尊い事業を継承し、その理想に向かつて遁

進したいと思う次第である。

本研究所は、人類の幸福の条件ともいうべき平

和-公平-自由の三つを実現している理想的な国

家のモデルとしてスウェーデンをとらえ、これを

総合的に研究することにより、明日の日本と世界

の針路に対し何らかのアクティビティを発揮せん

とすることを目的としている。

本月報の創刊号で前会長「理想を北欧に求めて」

と題して、次のように書かれている。

「スウェーデンは今日まで、かつてありし武力本

位の国より脱却して、長年の問、平和を愛好し、

戦争に参加しない、しかも社会民主主義の政治に

よって貧る者なく、貧しき者のない、分配の公平

を成し遂げた国で、ある。同時にまた徹底したる民

主主義の故に平和と、公平と自由の精神、思想に

基づく国家秩序の範囲における自由を確保してい

る国である。私はこのような国の過去の歴史と、

現在に至るまでの思想と文化、政治はもちろん、

その経済構造や国民生活、産業に関する研究をす

ることこそ、日本の将来のために必要な課題で、あ

ると思う」

会長松前達郎

President Dr. Tatsuro Matsumae 

本研究所が設立された当時、まさに世界は冷戦

の中で対立を繰り返していた。それから二十五年、

一九八0年代後半から始ま った緊張緩和への潮流

の、いま世界の構造を大きく変えつつある。もち

ろん宗教対立、地域紛争、南北問題等々、解決す

べき課題は多く、われわれが理想とする平和で公

平で自由な世界への道は険し~、。しかし本研究所

が指向した世界へと時代が動きだしたことは確か

であろう。

世界の中の日本の役割は、本研究所設立当時に

比べ飛躍的に増大した。にもかかわらず、わが国

の政治は腫魅組緬たる茶番劇を繰り返すばかりで

ある。われわれの事業は、先達が時代に投げかけ

た一つの正義で、ある。いまわが国の政治や社会か

ら正義や理想が失われていこ うと しているだけに、

その使命は重い。なぜスウェーデンが二世紀にも

わたり戦争への道を歩むことがなかったのか一一

この原点をわれわれは、改めて聞いなおしてみる

べきである。
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スウェーデンにおける新たな地図と地域研究の必要性

Behov av en ny regionkarta och regionala studier i Sverige 

北海道東海大学・ストックホルム大学助教授

< I国際化」の時代>
「国際化」としづ言葉を聞かないでは一日が過

ぎない、と言っても過言ではないほどの「国際化」

の時代だ。

辞書を見ると国際とは「固と国との関係、つき

あい」とある。

私は国際化、国際化と言わなくなったときに初

めて本当の国際化時代が来るのではないか、と考

えている。

それでは、国際化の方法、すなわち国際化と言

わなくするためにはどうするとよいのだろうか。

<国際化の方法①>

一つの方法はクニとクニの聞の障害をとること

である。

これは統合の動きとも言えよう。

例えば欧州、|で起こっているEC (欧州、|共同体)

の市場統合の動き、またEEA(欧州経済地域)

設立の動きがその例である。

EEAが予定通・り1993年 l月から発足すれば、

ECとEFTA(欧州、|自由貿易連合)19ヵ国の聞

でのモノ、サービス、カネ、ヒトの移動が自由に

なり、人口は日本の 3倍(3億 1千万人)、経済

規模で日本の倍(5兆ドノレ)の市場が誕生する。

<国際化の方法②>

もう一つの方法はクニそのものをなくすること

だ。

これは統合に対して、分散、分権化の動きであと子。

世界で国家の相対的権力が低下している。

アメリカはもともと「合衆国」である。州政府

の自治権が強い。

旧ソ連が如何にもろく崩壊し、 15の民族または

地域国家に生まれ変わったかをわれわれは目撃さ

せられた。

フランスでは1982年に地方分権法が成立した。

ソフィア ・アンティポリスはスウェーデンでも注
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川崎一彦

Associate Prof. Kazuhiko Kawasaki 

自の的だ。

統合が進むと欧州では、国家の役割が減少する。

かつて各国の政府が決めていたことがフラッセル

のEC本部で決定されることが多くなるからだ。

国単位の行政のためにつくられた既存の県、市な

どの自治体の分割は以前ほど意味を持たなくなる。

かつての区分にとらわれない地域の動きが活発

。
だ

国際化から、クニを除去して、「分|際」化、「県

際」化、「市際」化、そして「域際」化の時代で

ある。

<スウェーデンのケース>

スウェ ーデンもこの世界の潮流の例外ではない。

1991年 7月にECへ加盟申請をしたスウェーデ

ン政府は、現在多岐の分野においてECとの政策

の整合化に多忙だ。

一方スウェーデンの地方自治体でも新たな動き

が見られる。

札幌では、スウェーデンの地域開発の専門家を

招いて、 1991年の11月および今年の 3月にシンポ

シウムが開催された。

主な講師はストックホルム大学環太平洋アジア

研究所のへノレムフリード教授(前学長)、ヨーテ

ボリ大学のノルドストローム経済学部長なとであ

っ7こ。

これらの議論の場所等で明らかになった以下の

点は、上述の世界の潮流を確認するものだ。

スウェーデンでも既存の行政分割にとらわれな

し、動きの萌芽が見られる。例えば、ヨーテボリを

中心とする西部スウェーデンの約60市は、ブラッ

セルに共同で事務所を開設すべく準備を進めてい

る。また、産業振興や企業誘致の分野でも西部ス

ウェ ーデン地域として共同で事業を進め、欧州の

他の地域と対抗する予定だ。

1992年3月には北欧4ヶ国(スウェーデン、デ

ンマーク、ノルウェ一、フィンランド)、バルト



3国(エストニア、ラトビア、 リトアニア)、 ド

イツ、ロンア、およびポーラ ンドの10ヵ国が「パ

ノレト海諸国評議会」を設立した。ハンザ同盟の復

活とも言われるこのノくノレト新経済圏構想、には、ス

ウェーデンでは、とくに南東部の地域が積極的で

ある。

これまで、福祉国家スウェーデンでは、地域間
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の格差、差異も比較的少なく、平準化が進んでい

た。しかし、これからは、新たな地域グルーピン

グのもとで、地域はその特性、特徴を強調し、生

かして行こうとするであろう。

スウェーデン研究も、新たな地域区分による地

図とそれぞれの地域研究が必要な時代に入ったと

言えよう。

岐路に立つスウェーデン平和運動

ーヨーロッノミ統合への流れの中で一

The Response of the Swedish Peace Movement to the Integration of Europe 

創価大学平和問題研究所助手 玉井秀樹

Mr. Hideki Tamai 

去る 6月2日、デンマークで行われたマースト

リヒ卜条約批准の是非を問う国民投票が批准拒否

とし、う結果を示したことによって、これまで急速

に押し進められてきたヨーロッパ統合のあり方に

一石が投じられることとなった。ヨーロッパ再編

へ向けて北欧の「小国」の去就に再び注目が集ま

っている。もっとも投票の結果は地域統合そのも

のに対する全面的拒否とし、うわけではなく、条約

への反対派が僅かに賛成派を上回ったものだが、

{この僅差に独仏主導の新ヨーロッパへの不安と抵

抗を読み取ることができる。

このデンマーク国民のEC統合に対する反応は、

短日月のうちに「統合」の段階まで到達したし、わ

ゆるヨーロッパ革命が、「小国」からの意義申し

立てに端を発するものであったということを想起

させるものであった。一連の変革は1979年のNA

TO二重決定、すなわち戦域核兵器のヨーロッパ

配備に対する不安と抵抗の運動が、オランダやデ

ンマークとし、った小国の市民から全ヨーロッパへ

と燃え広がっていったところから始まったのであ

る。やがて、この市民運動の波は、東ヨーロッパ

における民主主義革命として展開されていった。

こうした運動のリーダー達は「核の無い一つの

ヨーロッパ」を求めて様々なオールターナティヴ

を提示したが、それがいまや現実的“選択"とし

て政治日程にのせられているのである。米ソ対立

構造の変革、ヨーロッパの核兵器廃棄並びに通常

軍備の削減といったこれまでの最大の争点が次々

とクリアされていくなかで、ヨーロッパの平和運

動は自己の存在をどう位置づけ、運動目標をど策

定しようとしているのか。平和運動もまたヨーロ

ッパ再編の流れのなかで一つの岐路に立たされて

いると言えよう。

ところで、スウェーデンではもっぱら経済的理

由から、国民総体としてむしろ積極的に統合EC

への参入がすすめられようとしている。しかしそ

の一方で、スウェーデンに独特の国際的地位を与

えてきた「積極的中立政策」の実態をめぐって新

たな課題をかかえることとなった。この課題に対

してスウェーデンの平和運動はどう対応しようと

しているのか。ここではスウェーデン最大の平和

団体である.Iスウェーデン平和-仲裁協会」

(Svenska freds-och sklijedomsforeningen :以

下SF S F)の機関紙“PAX"などから、彼ら

の問題関心が今どこにあるのかを考えてみたい。

SFSFは1883年に創設され、 1990年現在、約

l万3千名の会員を数える。スウェーデンの主だ

った平和団体による連絡組織「スウェーデン平和

評議会J(Svenska Fredsradet)所属の団体はし、

ずれも 2 千~3 千名規模の団体であり、そのなが
でSFSFの規模と歴史は群を抜いたものである

と言えよう。

SFSFはその名が示すように、国際紛争の非

軍事的解決を求める非戦・反戦の運動として始ま
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ったものである。その背景にはマンチェスター学

派の思想家、運動家が進めていた国際仲裁制度推

進の運動があった。それ以来、反戦、徴兵制反対、

軍事費削減などを運動の柱として活動をしてきた

が、労働運動の発達したスウェーデンにあってど

ちらかといえば影響力の弱L、社会運動であったと

言ってよ し、。しかし、スウェ ーデンの核武装をめ

ぐる論争のなかで、 SFSFを中心とした平和勢

力は軍事費の第三世界援助への転換を訴え、国際

社会への非軍事的貢献をすすめることでスウェー

デンの中立をより確実なものにするという方向へ

世論を導くのに大きな役割を果たした。

PKOなど国連の諸活動や人権擁護、発展途上

国援助などへの意欲的な取り組みを見せるスウ

エ一デンの「積極的中立政策」を支える背景の一

つにはこうし

が、 EC加入へ向けてこの中立原則そのものが意

味を問われている。

“PAX"の92年第 1号では新外相マルガレー

タ ・ウグラへのインタヴュー記事が掲載されてい

る。いわゆる冷戦の構造が崩壊し、ヨーロッパの

核兵器撤廃や軍縮が進められている状況を歓迎す

るという点では、外相一政府側も平和運動側も一

致しているが、ヨーロッパ統合へ向けての新しい

外交・防衛政策の在りようについては対立点がみ

られる。とりわけ;政府がすすめようとしている

防衛予算の増額に対してSFSFは強く反発し、

防衛費増額反対の全国キャンベーンを行っている。

このキャンベーンの主張は①世界の軍縮傾向に

反するものである、①スウェーデンにとっての(軍

事的)脅威は減少している、①スウェーデン世論

は防衛費増大を支持していない。①防衛費の増大

は失業を増やす、という 4点であり、その他、軍

備がし、かに環境に負荷をかけるものであるかとい

う点も強調されている。

しかしながら、民族間対立や経済格差など新た

な地域紛争の火種を抱えたなかで、平和運動側が

提示してきたオールターナティヴ・ディフェンス

をどう現実化するのかとし、う課題を前にして、運

動のメインテーマが防衛費削減というのではいま

一つ積極性にかける気がしないでもないが、この

辺りにもスウェーデン平和運動を取り巻く状況が

みて取れる。

そのひとつとしてスウェーデン経済の悪化とい

う背景を考えれば、防衛費削減は前述のキャン

ベーンの主張の①、①にあるように防衛負担増加

を嫌う国民に充分アピールしうるとし、う事情があ

ろう。 80年代に入ってから SFSFは武器輸出問

題を積極的に取り上げてきたが、最近は武器輸出

規制違反の告発から軍需産業の脱軍需化及びその

経済効果へと切り込む角度を変えてきている。 J

AS戦闘機開発に反対する主張にもその傾向がみ

られる。「平和」こそが経済を立て直すという論

調だ。

核兵器論争においてスウェーデンの平和運動は、

「中立原則」に核兵器はそぐわないと主張してイ

ニシアティヴを発揮したが、今後再びそのような

場面が訪れるのかどうか難しいところであろう。

防衛部門を縮小しながら、ヨーロッパ共通安全保

障へどの様にかかわってL、くのか。スウェーデン

の中立原則はもう無効なのかといった問題に対す

る明確な見解がなかなか読み取りにくい。また、

平和運動内部で、の意見の対立もある。 SFSFは

今年に入って、スウェーデン平和委員会(Svenska

fredskomitten)のイデオロギー性を批判してス

ウェーデン平和評議会から離脱している。こうし

た課題を克服して新たなヨーロッパ像を提示する

創造性がスウェ ーデン平和運動にも問われている。

ルンドの地方政治家たち

Local Politicians in Lund 

初)松下政経塾研究員 斉藤弥生

Ms. . Yayoi Saito 

『スウェーデンの地方政治』がおもしろい。昨 質問を繰り返した。「政権交代で福祉はどう変わ

年 9月の総選挙のあと、私は会う人会う人に同じ りますか」。そのたびに同じ答えが戻ってきた。「そ
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う変わらないと思う。なぜなら、政権交代は国政

の問題。福祉はコミューン(市)の管轄だからで

す」。私の最大の関心事は、女性の政治参加とコ

ミューンの政治である。この両者が、スウェーデ

ンの高福祉を支えていると思うからである。

ルンドというまち

ルンドは、スウェーデン南部に位置する人口約

9万人の都市だ。スカンジナヒア l大きなルンド

大学がある。首都ストッグーホルムより、コベンハー

ゲンに近く、 12世紀にはほんの数年間、デンマー

クの首都だった。 17世紀にようやくスウェーデン

領になったとし、う歴史的背景もあって、ルンドの

街並みはデンマーク的である。

ルンドは産業都市でもある。テトラパック、カ

ンブロ(医療機器メーカー)、アルファラパル(産

業機械メーカー)など国際企業の本社が顔をそろ

えている。

ホワイトカラー層が多いためか、あるいは、財

政が比較的豊かなためか、ルンドのコミューン議

会では伝統的に保守系政党が強L、。前回 3年間だ

け社民党が多数党であったが、これは史上初めて

のことだ。現在の65議席の配分は、穏健党21、国

民党9、中央党4、キリスト教民主同盟2、社民

党18、左党5、環境党6となっている。うち女性

、議員は全体の33%で、これはほぼ全国平均と同じ

だ。ルンドの高齢者サービスや保育サービスはハ

イレベルと評判で、近隣コミューンからの住民の

流入が相継いだ時期もある。

ルンドの『コミュナールロード 4人娘』

「女性の政治参加について研究しに来たのなら

ルンドがあなたにひ・ったりよJと私の肩をたたく

のは、 4人娘のひとり、トーへ・クレッテさん(国

民党53歳)0 Iノレンドのコミュナールロードは4人

全部女性。スウェーデンでも史上初めてのことで

すJと自信たっぷりに語った。

「女性のコミュナールロードの数は昨年9月の

選挙で倍増した。286コミューンのうち38コミュー

ンで、女性コミュナールロードが活躍している」

とコミューンアクチュエルト紙(1月23日号)は

報じている。

スウェーデンのコミューンには市長の代わりに、

コミュナールロード(執行小委員会)が存在し、

複数政党の代表議員がそのメンバーとなっている。

その数はコミューンの規模により異なるが、ルン

ドの場合は4人で、すべて女性が担当している。

コミューン議員は、普通、職業を持っているが、

コミュナールロードは例外でフルタイムの政治家

である。この 4人娘もそれぞれの職業を持つては

いるものの、この在任期間(3年)だけは本業を

一時休職している。

トーベさんは、成人学校で移民や難民対象スウ

ェーデン語コースの教員を勤めて22年という大ベ

テラン。実は私もそこで無料でスウェーデン語を

勉強させてもらっている。

「仕事柄、移民や難民の人たちの生活や教育の問

題に関心がありましたJoIある友人の言葉が政治
家になるきっかけになりました。『トーベ、文句

ばっかりいってないで、自分でやってみなさL、』。

20年前は今と状況が違って、福祉の問題はなかな

か政治課題とされなかったので、私はコミューン

の政治をモウレツに批判していました」と語る。

トーベさんは前任の社会委員会(詳しくは後述)

でも大活躍で、「ノレンドの社会福祉が優れている

のは国民党のリーダーシップの功績」とし寸評価

もあるほどだ。現カール・ビ、ルト政権の中で、ウ

エステルベリ一社会大臣が国民党党首であること

からもわかるように、国民党は福祉政策に力を入

れている。そして、時には「クヒンノ・パーティ

(女性党)Jと呼ばれることもあり、ルンド国民

党のコミューン議員も 9人中5人が女性である。

4人娘の 2人目、マルガレタ・ドヴショさん

は2歳社民党)は知的障害を持つ子どもたちを預

かる保育所の保母さんだ。彼女は若くして夫を亡

くした。「私はとにかく許せなかったのです!コ

ミューンの政治には女性の声が全く生かされてい

なかった。例えば、私も当時、自分の子どもを保

育所に預けるのに、申し込んでから 3年も待たさ

れました。

『ルンドの保育行政はどこかまちがっている』、

そう思った時には自分は政治家になっていまし

た!Jとマルカ‘レタさん。「親が希望すれば、在

宅手当を受けて、子育ては家庭でできるようにと

いう『選択の自由』を穏健党は主張しています。

それも結構ですが、まずは、仕事を続けたい女性
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が働けるように、十分な数の保育所が整備されて

し、ることが前提です。彼らの政策には、働く女性

の 『選択の自由』が侵される危険が含まれていま

す」とキッパリ。

4人娘のあと 2人は、アンニカ ・ヤンソンさん

(52歳穏健党)、クリステイネ ヨンソンさん

(48歳穏健党)。アンニカさんは、日本でもおな

が小さい聞は家にいたし、』、と思っているんです

よ。しかし、今の制度ではできない。在宅手当も

少ないので、どの親も子どもを保育所に預けて、

働きに出なくてはならないんです。これからは『選

択の自由』が大切です。子どもが小さい聞は、“主

婦"や“主夫"があってもし、L、じゃないですか」

とわが子4人の写真を机の上にずらりと並べて、

じみのテトラパックの広報課長。パリパリのキャ ボーリンさんはにこやかに語る。レーン(県)で

リアウーマンだ。ルンド穏健党の女性は非常に優 徴兵関係の仕事にたずさわるポーリンさん自身も、

秀だとし寸評判が高く、現ヒ。ルト保守政権の女性 《 過去 3年聞は子育てに忙しく、政治活動を一時停

法務大臣グン e'ルスビックさんもルンド穏健党

の出身。

「男性議員が3分の 2を占める穏健党で、どうし

て女性2人がコミュナールロードとしづ代表に選

ばれているのですか」とたずねると、 2人はニッ

コリ。 「女性の名前が比例代表名簿のトップにな

いと、このまちでは票がとれません。それだけ、

ノレンド市民は女性政治家に期待しているんでしょ

うね」。

初夏の暖かい日差しの中で、毎年恒例のルンド

マラソンが行われた。『コミュナールロート

(KOMMUNALRAD)jJという文字の入ったおそ

ろいのトレーナーで登場した4人娘は今日も元気

いっLiいである。

うちのパパは「社会委員長」

~穏健党スタファン・ボーリン議員 (39歳)

「あの男は社会委員会で、コミューンの保育政

策を考えるより、自分の家で保育所を聞く必要が

ある!Jと同僚からからかわれるボーリンさんは、

8歳、 6歳、 4歳、 2歳の 4児のパパである。大

きな身体と小さな丸めがねは一度会ったら忘れら

れない。

コミューンの政治は議会に従属する委員会によ

ってそのほとんどが行われている。建設委員会;

教育委員会などとし、う各種委員会の中でも、保育

や高齢者ケア、生活保護などを担当する社会委員

会は重要な委員会の一つであり、コミュ ーン予算

のほぼ半分を担当している。ボーリンさんはその

社会委員会の委員長だ。

「スウェーデンでも、結構多くの人が『子ども
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止していた。

ボーリンさんが若い頃、社民党員であったこと

は、実はルンドでは有名な話なのである。「確か

に、学生時代の僕はパリバリの社民党員でした。

WlO代の時に社民党でないヤツには“ハート"が

ない。 30代になって、穏健党に変わらないヤツは

“ノウミソ"がなし、』、僕はこう思います!Jと

彼は笑う。 一方、わが指導教官のホーカン・マグ

ヌソン氏(ルンド大学政治学部教授)も黙ってい

ない。ホーカン氏は社民党系だが、ボーリンさん

の学生時代からの悪友。ホーカン氏の話によると、

「ボーリン11 ~ グレー・ソシャル デモクラー卜

(グレー色の社民党員)jJなんだ。穏健党の顔を

した社民党員といえば、彼のこと!Jらしい。

日本から取材に来ていた女性記者は、「スウェ ー

デン Iの右政党と呼ばれる穏健党の男性議員も、

日本の社会党の男性議員より、はるかに福祉に理

解があるわね」と感想をもらした。「スウェ ーデ

ンには5つの社民党がある」とし、う岡津憲芙先生

の話を思い出す。

/十、

現在では、保守政権の減税政策のもと、コミュー

ン自治のカギといわれる課税権が凍結されている。

また、国からの補助金も減らされるようである。

しかし、 「保守政権=福祉後退」としづ単純な図

式ではなさそうだ。なぜなら、コミューン議員た

ちは、福祉や教育現場の職員であり、ママであり、

パパである。彼らが、自分たちの生活を犠牲にす

るような政策を許すだろうか。限られた財源の中

で、どんな新しい試みが始まろうとしているのか、

むしろ楽しみなくらいだ。



お知らせ

5月25日(月)に開催されました平成4年度当研究所理事会-総会において以下の件が決議され

ましfこO

-新役員選出

松前重義氏の逝去にともなって空席となっておりました会長職に、当研究所理事の松前達郎氏(東

海大学総長)が就任されることになりました。

また、松前達郎氏の会長就任にともない、理事として新しく山田清志氏(東海大学講師)を迎え

ることになりました。

.25周年記念行事

この秋、研究所はお陰様で開所25周年を迎えることとなりました。この度その記念行事と致しま

して、記念講演会を催すことが正式に決定さました(10月予定)。

また、記念出版として、ただ今品切れとなっております 『スウェ ーデン・ハンドブック』の改訂

版を発売する予定です。

くSIPニュース〉

スウェーデンの輸入、 1991年度に 7%の減少

中央統計局の発表によると、スウェーデンの1991年度の輸入は3.003億クローナ(6兆9.069億円)で

あったが、これは1990年度に比して、金額的に 7%、量的に6.2%の減少であった。消費財輸入は 1%

増の707憶クローナ(1兆6.261億円)、非耐久材の輸入は 6%増の318億クローナ (7.314億円)であっ

た。なお、この中には食品 (8%増の162億クローナ=3.726億円)、半耐久材 (0%増254億クローナ=5.

842億円)、非耐久材 (6%減137億クローナ=3.151億円)の輸入増が含まれる。

投資材の輸入は14%減514億クロ ーナ(1兆1.822億円)、また、中間製品の輸入は 7%減1.142億クロー

ナ(2兆6.266億円)であった。なお、後者には食品 (5%減27億クロ ーナ=621億円)、機械部品及び

自動車 (6%減)、他の中間製品 (7%減)の輸入動向が含まれる。建築資材の輸入は11%減の239億ク

ローナ (5.497億円)であった。また、エネルギ一部門においては、原油輸入は10%減の236億クロ ーナ

(5.428億円)、ガソリン・ディーゼル燃料 灯油輸入は 4%増の47億クローナ(1.081億円)であった。

この他、乗用車輸入は17%i減の107億クローナ (2.461億円)で、台数的には、 18万9.000台から14万6.600

} 台に落ち込んだ。

輸入先については、スウェ ーデンの総輸入の55%を占める EC諸国からの輸入は 8%の減少、また、

EFTA諸国からの輸入(全体の18%)は8%の減少を示した。 (SIP121/92) 

500年の歴史をもっ中部スウェーデン最後の鉱山が閉鉱

ストックホルムの北150kmウップランド州ダンネモーラにあり、かつては中央スウェ ーデンのアイア

ンヘル (theCentra1 Swedish Iron Bell) と呼ばれた最後の鉱山(鉄鉱石)がこの 3月末、ついに閉

山したが、これはウップランドで-500年にわたってつづいてきた鉱山の歴史が終息したことを意味する。

過去20年間、中央スウェーデンでは25もの鉱山が閉山に追い込まれてきたが、海外の鉱山一一遠くブ

ラシルやオーストラリアの との競争が、比較的小さな規模の鉱山の操業をむずかしくしたといわれ

る。しかしながら、スウ ェーデン極北の北極圏内にあるエルコーアーへー (LKAB)大鉱山一一一キルナ

やマルムベリエット等一ーはし、まだ操業中で高い競争力を有している。ベレッタイジング (Pelletizing)

やその他の先進的技術のための設備投資が、それらの鉱山を西欧の鉄鉱業にとっての大供給元にしている。

また、これ以外にも、スウェ ーデン北部や中部では、金、銀、銅、亜鉛、鉛等を産出する多くの非鉄鉱

山が操業中である。そのうちの一つでストゥーラパルプ製紙グループ (theStora pu1p and paper 
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group)に属するファールン銅山は1288年に開鉱し、いまだ操業中の鉱山としては世界最古といわれる。

ただし、現在では銅がほぼ掘りつくされており、この歴史的鉱山も本年度末までに閉山される見込みで

ある。 (SIP115/92) 
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スウェーデンのフリッツ・ヘドボリ博士 (DrFritz Hedborg)が、此の程、アルカリ媒質での精製

紙製造のための精製技術を開発した。同博士は、最近、 20年間に亘る研究の成果をまとめ、ストックホ

ルム工科大学に博士論文の形で提出した。なお、へドボリ博士は現在80歳である。

新技術は、従来はじゃがし、も澱粉が加えられた製紙原料に直接電気的に加えられるアルミニウム水酸

化物の微小粒子の創造にもとづくもので、これは静電気結合と化学結合の双方が起こるとしづ事実から、

極めて高い沈澱値をもたらす上、充填材の比率を増やせるので、高価な原材料の節約にもつながる。

環境的見地からも、アルカリプロセスは、酸性の廃水を全く出さないという利点をもっ。技術的特性

としては、明度のアップ、不透明度の向上、保存期間の伸長、原材料費の下降があげられる (SIP 117/92) 

精製紙製造のためのアル力リプロセス
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「スウェーデンのフィクションの文化は50年代にテレビの出現によって大変貌をとげたが、今では英

米文化の影響が強い」。これはスウェーデン研究所発行のカレントスウェーデンシリーズ (Current

Sweden Series)中のイングベ・リンドウング博士 (DrYngve Lindung)の著した論文の結論で、ある。

なお、同博士はスウェーデンにおけるフィクション研究プロジェクトに参加している。

リンドウングが我国の大衆のイマジネーションとよぶものは、事実に反する、広く人々が入手できる

虚構の物語である。彼はフィクションの供給源を 5つの主要なメディアのタイプに分類した一一文学(本

や出版物)、オーディオビジュアル (TV、映画、ビデオ)、演劇(舞台)、聴器(ラジオ)、コミック(漫

画雑誌、こま割り漫画)。

ニューメディアとしてのテレビの導入は、スウェーデンのみならず世界中のほとんどあらゆる場所で、

グーテンベルグの活字印刷術の発明と同じ位に、大衆のイマジネーションにとって革命的なことであっ

た。従って、従来メディアは、結果的にそれに座を譲ることとなった。大衆のイマジネーションのメデ

ィアとしてのラジオはもとより、フィクション発表の場であった映画にしても、テレビやビデオとの競

争の結果、過去数10年の聞に、著しくその価値が下落した。ライブシアターへの関心はあいかわらずで、

昔と変わらないものの、定期的に足を運ぶ固定ファンは比率的に減っている。

また、新聞一ーとりわけ大新聞社の日刊紙一一ーにおけるフィクションの重要性は減少したが、相対的

に読書への大衆の関心度はかなり高いものがある。すなわち、人々が読書によってフィクションを楽し

む割合は昔に比べ激減したが、余暇時間の中でそれが占める割合は逆に増えている。すなわち、スウェー

デン人は現在、 40年代と同じ程度の時聞をフィクションを読むことに費やしている。公共図書館で無料

で本が借りられることや、文学作品を読んだり、楽しんだりするとし寸特別な性質がこのジャンルの人

気の衰えない理由であろう。オーディオビジュアルによるフィクションの楽しみ方は読書をする人にと

っての完全な代替とはなりえず、単なる補足物でしかない。

なお、リンドウング博士は、テレビや軽い読み物でのフィクション供給に米英の文化的影響が増して

いることを指摘しているが、これはとりわけ、ケープール及び、衛星通信がより利用しやすくなったからと、

各国のストーリーテラーは、自分の国の人々に、その国独自の生活様式をもりこんだ話を提供するので、

必ずしも考え方が一つでなく万人向けのフィクションの原作とはなりにくいためで、あるとし、う。

なお、ラジオ、劇場、新聞といったメディアや子供向けのフィクションは極めてスウェーデン的色彩が濃い。

同博士はスウェーデン文化やその言語がすたれつつあるとし、ぅ見解に賛成ではないものの、そういっ

たおそれがあり、フィクションを創造するのも資金入手が重要であることは認めている。スウェーテン

がヨーロッパにむけて聞かれることは、汎ヨーロッパ的文化協力に関する新しい展望の可能性があるこ

となのだと、リンドウング博士は結論づけている。 (SIP113/92) 
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スウェーデンのフィクション文化の傾向に変化


